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４　年間８回以上の行事への参加 学校評価アンケート「地域連携」肯定的評価80％以上

３　年間６回以上の行事への参加 学校評価アンケート「地域連携」肯定的評価70％以上

２　年間４回以上の行事への参加 学校評価アンケート「地域連携」肯定的評価60％以上

１　年間４回未満の行事への参加 学校評価アンケート「地域連携」肯定的評価60％未満

４　年間１０回以上の外部人材の活用 学校評価アンケート「外部人材の活用」肯定的評価80％以上

３　年間８回以上の外部人材の活用 学校評価アンケート「外部人材の活用」肯定的評価70％以上

２　年間４回以上の外部人材の活用 学校評価アンケート「外部人材の活用」肯定的評価60％以上

１　年間４回未満の外部人材の活用 学校評価アンケート「外部人材の活用」肯定的評価60％未満

４　週４回以上の更新 学校評価アンケート「情報発信」肯定的評価90％以上

３　週３回以上の更新 学校評価アンケート「情報発信」肯定的評価80％以上

２　週２回以上の更新 学校評価アンケート「情報発信」肯定的評価70％以上

１　週１回の更新 学校評価アンケート「情報発信」肯定的評価70％未満

４　90％以上の学級で意識して公開 学校評価アンケート「教育活動の公開」肯定的評価90％以上

３　80％以上の学級で意識して公開 学校評価アンケート「教育活動の公開」肯定的評価80％以上

２　70％以上の学級で意識して公開 学校評価アンケート「教育活動の公開」肯定的評価70％以上

１　意識して公開した学級が70％未満 学校評価アンケート「教育活動の公開」肯定的評価70％未満

４　指導場面における80％以上で実施 生徒授業評価　肯定的評価90％以上

３　指導場面における70％以上で実施 生徒授業評価　肯定的評価80％以上

２　指導場面における60％以上で実施 生徒授業評価　肯定的評価70％以上

１　指導場面における60％未満で実施 生徒授業評価　肯定的評価70％未満

４　指導場面における80％以上で実施 生徒授業評価　肯定的評価90％以上

３　指導場面における70％以上で実施 生徒授業評価　肯定的評価80％以上

２　指導場面における60％以上で実施 生徒授業評価　肯定的評価70％以上

１　指導場面における60％未満で実施 生徒授業評価　肯定的評価70％未満

４　90％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価90％以上

３　80％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価80％以上

２　70％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価70％以上

１　70％未満の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価70％未満

４　90％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価90％以上

３　80％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価80％以上

２　70％以上の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価70％以上

１　70％未満の授業で意識して指導 生徒授業評価　肯定的評価70％未満

４　全ての活動・場面において意識して指導 学校評価アンケート「人権教育・生徒理解」等肯定的評価90％以上

３　90％以上の活動・場面で意識して指導 学校評価アンケート「人権教育・生徒理解」等肯定的評価80％以上

２　80％以上の指導・場面で意識して指導 学校評価アンケート「人権教育・生徒理解」等肯定的評価70％以上

１　80％未満の活動・場面で意識して指導 学校評価アンケート「人権教育・生徒理解」等肯定的評価70％未満

４　全ての場面において意識して実施 保護者アンケートにおいて肯定的評価90％以上

３　90％以上の場面で意識して実施 保護者アンケートにおいて肯定的評価80％以上

２　80％以上の場面で意識して実施 保護者アンケートにおいて肯定的評価70％以上

１　80％未満の場面で意識して実施 保護者アンケートにおいて肯定的評価70％未満

４　90％以上の活動・場面で意識して指導 生徒の自己評価による満足度評価90％以上

３　80％以上の指導・場面で意識して指導 生徒の自己評価による満足度評価80％以上

２　70％以上の活動・場面で意識して指導 生徒の自己評価による満足度評価70％以上

１　70％未満の活動・場面で意識して指導 生徒の自己評価による満足度評価70％未満

４　90％以上の授業で意識して指導 教員アンケート「道徳教育」肯定的評価評価90％以上

３　80％以上の授業で意識して指導 教員アンケート「道徳教育」肯定的評価評価80％以上

２　70％以上の授業で意識して指導 教員アンケート「道徳教育」肯定的評価評価70％以上

１　70％未満の授業で意識して指導 教員アンケート「道徳教育」肯定的評価評価70％未満

４　全ての活動・場面において意識して指導 保護者アンケートにおいて肯定的評価90％以上

３　90％以上の活動・場面で意識して指導 保護者アンケートにおいて肯定的評価80％以上

２　80％以上の指導・場面で意識して指導 保護者アンケートにおいて肯定的評価70％以上

１　80％未満の活動・場面で意識して指導 保護者アンケートにおいて肯定的評価70％未満

４　90％以上の活動・場面で意識して指導 教員の自己評価肯定的評価90％以上

３　80％以上の指導・場面で意識して指導 教員の自己評価肯定的評価80％以上

２　70％以上の活動・場面で意識して指導 教員の自己評価肯定的評価70％以上

１　70％未満の活動・場面で意識して指導 教員の自己評価肯定的評価70％未満

４　年間指導計画に設定した安全指導・避難訓練の90％以上で実施 教員の自己評価肯定的評価90％以上

３　年間指導計画に設定した安全指導・避難訓練の80％以上で実施 教員の自己評価肯定的評価80％以上

２　年間指導計画に設定した安全指導・避難訓練の70％以上で実施 教員の自己評価肯定的評価70％以上

１　年間指導計画に設定した安全指導・避難訓練の70％未満で実施 教員の自己評価肯定的評価70％未満

４　学期に2回以上実施 教員の自己評価肯定的評価90％以上

３　学期に1回実施 教員の自己評価肯定的評価80％以上

２　年間に2回実施 教員の自己評価肯定的評価70％以上

１　年間に１回実施 教員の自己評価肯定的評価70％未満

４　全ての活動において意識して指導 生徒の自己評価肯定的評価90％以上

３　90％以上の活動において意識して指導 生徒の自己評価肯定的評価80％以上

２　80％以上の活動において意識して指導 生徒の自己評価肯定的評価70％以上

１　80％未満の活動において意識して指導 生徒の自己評価肯定的評価70％未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評価A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評価B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評価C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評価D

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

教育活動に対する理解促進とともに、子どもた
ちを健やかに育てていくことに向け、地域と保
護者に教育活動を積極的に公開する。

B

　成果指標評価基準

「歌響く鶴川二中」の実現
歌唱の場面で歌声によ
る自己表現を行わせる。

特別支援委員会を中心に校内・校外組織との
連携を充実させ、個々の状況に応じた支援を
適切に進める。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる

・生徒の地域派遣については、年
８回実施できているが、保護者が
認知していないため評価が低いも
のとなっており、数値と一致してい
ない。　・教育活動に外部人材を活
用したが、目標値に到達しなかっ
た。保護者からの肯定的評価は
78％である。年度により、学年の
意向が変化し、活用内容と状況が
変わる。　・ＨＰや各種たよりは、タ
イムリーに発行・発信が実現でき
た。tetoruも効果的に活用した。情
報発信に関しては、保護者から肯
定的評価90％をえることができた。
・教育活動の公開に対する肯定的
評価は94％であった。学校公開の
機会の回数を増やしたことも好結
果の要因だととらえる。

教育活動に外部人材（ボランティア・ゲスト
ティーチャー）を積極的に活用する。

C B

ＨＰ・各種便りなどの内容充実と、タイムリーな
発行・更新を行い、保護者から安心してもらえ
るように情報を発信する。

学校教育目標
　　　　　　　　　　　〇自ら学び、創造性のある生徒　　　　　〇豊かな心をもち、思いやりのある生徒　　　　　〇心身ともに健康で、忍耐力のある生徒

○目指す学校像・・・・・・・・生徒の夢を叶え、夢中になれる学校
○目指す児童・生徒像・・・高い人権感覚をもち、自他を尊重し、お互いを思いやり協力し合う生徒
○目指す教師像・・・・・・・高い人権感覚をもち、生徒理解に努め、生徒一人一人を大切にし粘り強く学習指導や生活指導を実践する教師

積極的な情報発信と公
開により、教育活動の共
有を図るとともに、理解
を深める。

A A

重点目標の成果と課題
生徒理解週間の実施など、生徒理解を深めるための取組の充実が図れたとともに、教育活動全般において主体的な活動を推進するための指導の工夫を行ったこと
で、生徒の自己肯定感及び自己有用感が向上したことが成果である。さらに、豊かな心情の醸成を図るために、生徒理解に力を入れ、組織的に指導や支援にあたる
ことが課題である。

学校関係者評価の評価基準例

BD

A

A

B

B

B

93

B

A

B

B

B

B

A

95

77

91

令和6年3月31日

社
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に
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目指す学校及び子どもの
姿を家庭や地域社会と共
有・連携した教育課程を実
施する。

学校教育を通してより良
い社会を創るという理念
を地域と共有する。

地域行事への生徒の派遣回数を増加させ、地
域の一員としての自覚を育む。

豊
か
な
心
の
涵
養

主体的に活動に取り組むことにより、他者との
協力姿勢を伸長させるとともに、自己肯定感や
自己有用感を高める。

A

A

B

健
や
か
な
体
の
育
成

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

心身ともに健康で活力に
満ちた生徒を育成する。

B

C

B

C

B

A

B

保健指導と食育指導の充実を目指し、健康管
理に関する意識啓発を行う。受診勧告への対
応率の向上を目指す。

危機的状況に対する理
解と対応、適切な援助希
求活動の実現を目指
す。

自助・共助・公助に関する知識や実践力を養う
ことに重点を置いた安全指導や避難訓練を実
施する。

危機管理体制（健康・安全・問題行動等）の確
認や見直しを行う。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

一人一人の個性を重視
した生徒指導を実践し、
それぞれの目標に子供
を導く。

いじめ撲滅に向けた指導の徹底と、未然防止・
早期発見・早期対応を実現する。個々の案件
に迅速かつ適切に対応する。

保護者との連携を密にし、迅速かつ丁寧に対
応を行う。

規範意識を高め、他者と
協働する姿勢の伸長を
図る。 「考え議論する道徳」授業の充実を図るととも

に、道徳的実践力を高めるための指導の工夫
を行う。

授業改善を進め、わかる
授業を実現する。
～確かな学力の習得

子どもが主体的に学び、教
師が導く授業改善改革を
進め、主体的・対話的で深
い学びを実現することで、
基礎的・基本的な知識及び
技能の確実な習得と思考
力、判断力、表現力等とと
もに学び続ける力の育成を
図る。

「個別最適な学び」「協働的な学び」の一体化
による授業実践において、主体的・対話的で深
い学びを実現し、学び続ける力の育成を図る。

課題発見・探究・表現の活動を取り入れ、主体
的に学びに向かう態度を育成し、思考力・判断
力・表現力の伸長を図る。

ＩＣＴ及び学習ソフトの効果的活用を促進し、生
徒の主体的学習態度を育み、基礎基本定着を
目指す。

授業改革を進め、基礎的・基本的な知識及び
技能を習得させる。

確
か
な
学
力
の
育
成

B

２０２５年度　町田市立鶴川第二中学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

・受身授業でなくグループ毎
に自主的に発言し合える授
業を参観し、子供の積極性
が良かった。個の時代にお
いてコミュニケーションを重
視し、教員と一体となって子
供たちの自主性を育ててい
けるとよい。　・ICT活用は実
践が向上しており、取り組み
を高く評価する。　・主体的
に家庭学習に取り組むため
に保護者が成し得る役割を
具体的に発信するとよい。
・Wi-Fiを使用した授業では
遅延が発生している状況で
ある。市の早急な対応を求
める。

・いじめに関し、生徒から見
た教員の対応や姿勢が高い
評価だったのは安心であ
る。悪い変化の予兆把握は
難しいが、保護者との連携
がプラスになればと思う。　・
保護者との連携が昨年度よ
り高い。今後も保護者と一体
となり、いじめに対応してほ
しい。　・教室に入れずとも、
教員と連携がとれていると感
じる。　・講師を招いて具体
的な道徳教育に取り組み、
且つ、生徒が主体的に問題
を理解する授業展開を評価
する。

・特別支援教育は生徒個々
に応じたきめ細やかな支援
を行うため、学校・家庭・専
門機関が連携して取り組む
ことが求められる。引き続き
の指導をお願いしたい。　・
受診勧告への受診率向上
が課題であったが、啓発に
努めたことを評価する。さら
なる対応も検討してほしい。
・避難訓練は、地域と一体化
できれば、大人の防災意識
にふれ、共助の大切さを体
験できる良い機会となると考
える。

A

A

A

主体的に学びに向かう
態度を育成する。
・～主体的・対話的で深
い学びを実現し、学び続
ける力の育成を図る。
・思考力・判断力・表現
力の伸長を図る。

・教育活動の理解促進に欠かすこ
とができない学校行事や授業公開
等については、実施時期だけでは
なく、周知のタイミング・内容などを
検討し、引き続き効果的なものとな
るようにする。　・外部人材の活用
については、実施回数だけではな
く、活用の内容・方法などを検討
し、教育の質向上を踏まえて推進
していく。そのための情報を学校運
営協議会などから得ていく。　・地
域とともに育てていくという考えと、
地域貢献の観点から、生徒を地域
行事に積極的に派遣する。そのた
めの情報収集を学校運営協議会
と連携して進める。また、新たな学
校発信の活動などを企画していき
たいとも考えている。

・「学び続ける力の育成」に関する
授業改革は、まだ途上にあるととら
える。今後も、校内研修や教科部
会を中心とした研究・研修がさらに
必要である。　・課題発見・探究・
表現の活動を積極的に取り入れ、
主体的に学びに向かう態度の育
成は順調に進んでいる。生徒の授
業評価から70％の肯定的評価が
得られた。　・ＩＣＴ及び学習ソフトの
活用は、教員による個人差はある
ももの効果的活用が進んでいる。
さらに、情報共有とＩＣＴ支援員の
活用により進める。　・授業改革に
関しては、「個別最適な学び」「協
働的な学び」の一体化と「学び続
ける力の育成」について、各教科と
もに確実に行われている。

・「学び続ける力の育成」に関する
授業改革は、今年度のものを踏ま
えて、来年度も教科部会を機能さ
せて推進していく。そのために、研
究授業の回数や、指導に関する情
報共有の機会を増やしていく。　・
主体的に学びに向かうことにより、
知識や技能が身についたことを生
徒に実感させるために、振り返り
シートなどの工夫改善に努めさせ
る。　・ＩＣＴの効果的な活用とあわ
せて、学習ソフトの積極的活用に
力を入れさせる。そのために、情報
推進委員会と進路学習部の共同
による取組や発信を促す。　・授業
改革の進行状況を自己申告の面
接時や授業観察時に把握し、教員
に返していく。

・いじめ撲滅に向けた指導の徹底
と未然防止・早期発見・早期対応
の実現に関しては、迅速かつ適切
な対応について、77％の肯定的評
価を保護者から得ることができた
が、さらに未然防止に努めるため
の指導の工夫を行う必要がある。
一方、保護者との連携について
は、90％の肯定的評価を得ること
ができた。　・学校経営方針の柱で
ある自己肯定感の向上について
は、生徒自身が実感していること
が93％の肯定的評価という結果か
らつかめた。　・道徳的実践力を高
めるための授業改善は、道徳授業
の90％以上の授業で実践されて
おり、生徒の生活態度などにあら
われている。

・いじめの未然防止や早期発見と
対応については、教員への研修を
事例を用いて行い続けていくことで
実現できると考える。肯定的評価
も向上すると考える。来年度も即
役立つ研修を企画する。　・保護者
対応は、難しい内容のものも多々
あるが、初動の重要性を研修や情
報共有を通して学ばせていく。　・
生徒の自己肯定感をいかに高め
ていくかを念頭において、行事など
の活動について企画運営を図って
いく。振り返りの重要性を踏まえ、
振り返りの実施方法及び内容を考
えさせる。　・道徳授業の改善や工
夫について、中心となる分掌や教
員に情報発信に努めさせ、道徳的
実践力の向上を図る。

学校経営の重点　　　　〇主体的・対話的で深い学びの実現～学び続ける力の育成
　　　　　　　　　　　　　　　〇生徒理解に基づく指導の徹底～高い人権感覚、いじめ等問題行動への適切な対応、豊かな心情の醸成

71

73

90

・生徒の地域派遣について
は、地域・保護の評価が浸
透していない印象があるが、
引き続きの情報発信を期待
する。　・中学生の地域活動
参加については、自治会等
と連携方法を考えていく必要
がある。　・地域イベントをHP
や学校便り等に広報し、学
校と地域とのつながりをイベ
ントに結びつければと思う。
・地域行事に参加した生徒
が、自ら考えて行動する姿
が見られた。　・HPがタイム
リーにUPされ、子供たちの
様子が良くわかる。

そ
の
他

歌唱の場面では、感情を表現するとともに、自
信をもって堂々と歌い上げる指導を行う。

B A

・概ね目標を達成できたと考える。
生徒も歌うことに対して自信を高め
ていることが評価から捉えることが
できた。

・生徒が自己表現することができる
場面のひとつとして、全教員が共
通認識を年度当初からもち指導を
進めることが必要である。

89

・二中の誇りとプライドが身
についていて、真剣に取り組
む姿が素晴らしい。

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要
D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で
成果と課題、改善点について協議する。

1.78

2.37

3.9

3.25

2.39

3.06

・特別支援委員会を中心とした、
個々への支援状況をすべての保
護者がとらえていない現状があ
る。校内の相談体制を周知するな
ど、、支援状況を工夫して伝えてい
く必要がある。　・健康管理に関す
る意識啓発に関する内容を保健だ
よりや保護者会で伝えるこに努め
た結果、91％の肯定的評価を得
た。　・今年度は安全指導や避難
訓練の実施について、知識を身に
着け実践力を向上することを重点
に行った。その効果は評価に現れ
たとおり、実感できるものであっ
た。　・危機管理体制の確認と見直
しは、避難訓練の内容改善に代表
されるように適切に行われた。

3.26

3.53

3.44

3.2

3

94

94

89

77

A

・特別支援委員会を中心とした、
個々への支校体制や、校内の相
談体制をさらに周知すること、、支
援の状況を工夫して伝えることを
積極的に行う。　・合理的配慮に関
する教員の意識を深めていくため
の研修や情報提供に努めていく。
・健康管理に関する保護者の意識
啓発に、来年度も工夫を重ねてい
く。　・自助・共助・公助に関する知
識と実践力の向上を図るために、
より実践に役立てることができる防
災教育に力をいれていく。　・来年
度も危機管理体制（健康・安全・問
題行動等）の見直しを適切に進め
る。

A

A

A

72

72

90

94

70

2.59

3.05

3.16

3.5

3.25

3.07

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


